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試試  験験  日日  程程  等等  

 

 

医    学    部 保 健 医 療 学 部 

一 般 選 抜 

前 期 日 程 

願 書 受 付 令和４年１月２４日(月)～令和４年２月４日(金) 

第１段階選抜 

結 果 発 表
 令和４年２月１５日(火) 

受 験 票 発 送 令和４年２月１５日(火) 

第２次試験日 
  令和４年２月２５日(金)  

～令和４年２月２６日(土)
 令和４年２月２５日(金)

 

合 格 者 発 表 令和４年３月８日(火) 

合格通知書発送 令和４年３月８日(火) 

入 学 手 続 令和４年３月９日(水)～令和４年３月１５日(火) 

  



 
 

第２次試験の追試験の実施について 

 

医学部は令和４年２月２５日(金)・２６日(土）、保健医療学部は令和４年２月２５日(金)に実施する   

第２次試験（以下「本試験」という。）について、新型コロナウイルス感染症に罹患した入学志願者の受験   

機会を確保するため、追試験を設定します。 

 

（１）対象者 

 新型コロナウイルスに罹患し、本試験日に入院中又は自宅や宿泊施設において療養中の者 

 発熱・咳等の症状があり、本試験日の検温で３７．５度以上の熱がある者 

 保健所等から濃厚接触者として特定され本試験前日までに健康観察期間が終了していない者(※) 

※ 濃厚接触者については、自治体の初期スクリーニングの結果が陰性、本試験当日も無症状、    

公共交通機関を利用しない自家用車等による移動とする等により、受験を認める場合があります。 

 

（２） 追試験日    医学部    令和４年３月４日(金)・５日(土) 

（２）第２次追試験日  保健医療学部 令和４年３月４日(金)  

 

（３） 実施教科・科目等、合格発表、入学手続き等は本試験に準じます。 

 

（４） 追試験についての追試験はありません。 

 

（５）追試験の申請 

上記（１）に該当する事由による追試験の受験申請は、下記の申請受付時間内に限りすることができ

ます。申請受付時間経過後は、いかなる理由があっても追試験の受験申請をすることはできません。 

なお、本試験日に、１つの科目でも受験した者は、該当日の追試験の対象となりません。 

 

①申請受付時間 

医学部 

令和４年２月１８日(金)～２月２４日(木) ９：００～１７：００（土・日・祝日を除く）   

令和４年２月２５日(金)         ８：００～９：３０ 

令和４年２月２６日(土)※        ８：００～９：３０ 

※令和４年２月２５日に全科目受験済みの者に限る 

保健医療学部 

令和４年２月１８日(金)～２月２４日(木) ９：００～１７：００（土・日・祝日を除く）   

令和４年２月２５日(金)          ８：００～９：４５  

 

②申請方法 

ア. 申請受付時間内に本人または代理人が、本学問い合わせ先に電話により疾病の状況を連絡し、

指示を受けて下さい。 

イ. 追試験受験申請にかかる書類等について、FAX等により送付していただきます。 

ウ. 審査により受験が許可された場合は、追試験受験許可書が交付されます。 

 

 

問い合わせ先   

札幌医科大学事務局学務課入試係 

電話０１１-６１１-２１１１(内線２１８３０・２１８４０) 
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Ⅰ 建学の精神・理念・アドミッションポリシー 
 

 北海道が設立した北海道公立大学法人 札幌医科大学は、北海道の地域医療に貢献する医療人 

(医師、看護師、理学療法士、作業療法士)を育成するという北海道民の強い要請に応え、次のと 

おり建学の精神及び理念を掲げています。 

 

【建学の精神】 

  一、進取の精神と自由闊達な気風 

  一、医学・医療の攻究と地域医療への貢献 

 

【理 念】 

人間性豊かな医療人の育成に努めます 

道民の皆様に対する医療サービスの向上に邁進します 

国際的・先端的な研究を進めます 

 

【アドミッションポリシー】 

札幌医科大学では、カリキュラムに沿った学修によってディプロマ・ポリシーに示す水準を満たすことがで

きる学生を求めています。そのため、高い基礎学力、文化や社会に関する基礎知識、基本的なコミュニケーシ

ョン能力と協調性、自己教育の意欲と習慣を備えた学生を受け入れます。 

 

[医学部] 
医学部は、北海道民の健康と医療を守り、地域に貢献できる医師及び国際的・先端的研究を通じて世界に  

貢献できる研究医を育てます。そのため、次のような資質を有する学生を求めます。 

 

１．命を尊ぶ心を持ち、病める人を救う情熱のある人 

２．他者を理解しようという意欲と奉仕の精神、倫理観を持っている人 

３．社会生活で守らなければならない法律や道徳に従い、良識ある行動ができる人 

４．医学・医療を学ぶにふさわしいコミュニケーション能力、協調性及び想像力を持っている人 

５．地域社会への興味・関心を持ち、北海道に貢献する意志を持つ人 

６．国際的視野で考え行動し、科学的探究心と創造力を持って生涯にわたって学修に取り組む能力を持って 

いる人 

○入学までに身につけておいてほしいこと
１．高等学校で学ぶ諸教科に関する高い基礎学力 

1) 医学を学習するための基礎学力：生命科学としての医学を学習するにあたって、生物、化学、物

理及び数学の基礎学力は必須です。さらに、医療と医学研究の場では、人との交流が基盤となり

ます。それを支えるコミュニケーション能力を発揮するために、論理的に思考し、相手に伝える

ことのできる正確な日本語と国際的視野で考え行動するための英語の学力が重要です。 

2) 人類の文化や自然、社会に関する幅広い基礎知識：医学研究と医療の実践には、人文社会科学の

視点から健康・疾病を理解することが必要です。そのために、自然科学のほか、人文社会科学な

ど幅広い領域に関する基礎知識が不可欠です。 

２．自ら課題を探求し、問題を解決する学習習慣 

医師には生涯にわたる自己研鑽が求められます。自ら課題を抽出し、問題点・疑問点を解決していく  

積極的な学習姿勢が必要です。 

３．自主的、協調的な態度と行動 

チーム医療なしには医療は実践できません。医師は医療チームの一員として、他者と連携・協調して  

行動することが求められます。 

４．健康な生活を送るための基本的生活習慣 

人々の健康を守り、病に立ち向かう医師となるための精神力と体力が必要です。まず自分の健康に心が

け、基本的生活習慣を身につけていることが不可欠です。 

 

 

建学の精神・理念・アドミッションポリシー

─　  ─1-      -1
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[[保保健健医医療療学学部部]] 
 札幌医科大学保健医療学部は、札幌医科大学の建学の精神、理念に基づき、看護師・理学療法士・作業療

法士に求められる実践能力やそれぞれの学問分野の発展に寄与する研究能力の基礎・基本を育むことを目的

に、ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）、カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施方針）に基づく

教育を行っています。このような教育を受けるための条件として、以下に掲げる能力・資質を具えた学生を受

け入れます。 

 

 

○○求求めめるる学学生生像像 

【【知知識識・・技技能能】】  

１．高等学校の教育課程で学ぶ知識・技能を幅広く、かつ高いレベルで有している  

【【思思考考力力・・判判断断力力・・表表現現力力】】  

２．社会の様々な課題について、知識や情報をもとに筋道を立てて論理的に思考し、自分の言葉で表現できる 

３．知的探求心をもって広く社会に目を向け、柔軟な発想で物ごとをとらえることができる 

【【主主体体性性ををももっってて多多様様なな人人々々とと協協同同ししてて学学ぶぶ態態度度】】  

４．良心と社会規範にしたがって良識ある行動をとることができる 

５．人々との交流を大切にし、常に温かな配慮をもって他者と接することができる 

６．自らの成長のために粘り強く物ごとに取り組むことができる 

 

○○入入学学前前にに身身ににつつけけてておおくくここととがが期期待待さされれるるもものの 

１．高等学校で学ぶ諸教科に関する高い基礎学力 

1) 人類の文化や自然、社会に関する幅広い基礎学力 

保健・医療・福祉は人間を対象に社会の中で営まれる実践です。そのために、文化や自然、社会に

関する偏りのない基礎知識が不可欠です。 

2) 人々との交流を深め、論理的に思考し表現するための基礎学力 

保健・医療・福祉の実践は人々との交流を基盤とします。また、物ごとを多面的に捉えて論理的に

思考し、相手に伝えることのできる日本語の能力、国際的視野で考え行動するための外国語力が重要

です。 

２．他者との連携・協働を必要とする課題に対し、誠実に取り組む姿勢 

保健・医療・福祉の実践はチームで取り組みます。他者と連携・協働して何かに取り組んだ経験は専門

的実践を学ぶ上での力となります。 

３．自らの疑問を解決し、知識を深めるための学習習慣 

専門職には生涯にわたる自己研鑽が求められます。疑問を解決するために、また、知識を広げ深めるた

めに、自ら進んで調べ学ぶ習慣を身につけておく必要があります。 

４．健康な生活を送るための基本的生活習慣 

人々の健康と生活を守るためには、自分の健康に心がけ、しっかりとした基本的生活習慣を身につけて

いることが不可欠です。 

 

○○入入学学者者選選抜抜ののあありり方方  

【【一一般般選選抜抜】】  

１．共通テストでは５教科（国語・数学・理科・社会・外国語）７～８科目を課し、基礎学力を確認します。 

２．個人および集団面接試験によって、将来の看護師・理学療法士・作業療法士としての意欲や適性、本学

部の教育を受ける上で必要となるコミュニケーション力や協調性等の能力・資質を評価します。調査書は

面接試験の参考とします。 

【【学学校校推推薦薦型型選選抜抜】】  

１．小論文試験では、読解力や観察力、論理的思考力、表現力を評価します。  

２．個人面接試験によって、将来の看護師・理学療法士・作業療法士としての意欲と適性、地域医療への貢

献意志、本学部の教育を受ける上で必要となるコミュニケーション力等の能力・資質を評価します。調査

書、志願理由書は面接試験の参考とします。 

３．共通テストでは３科目（外国語、ほか 2 科目）を課し、基礎学力を確認します。 - 2 - 
 

[[保保健健医医療療学学部部]] 
 札幌医科大学保健医療学部は、札幌医科大学の建学の精神、理念に基づき、看護師・理学療法士・作業療

法士に求められる実践能力やそれぞれの学問分野の発展に寄与する研究能力の基礎・基本を育むことを目的

に、ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）、カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施方針）に基づく

教育を行っています。このような教育を受けるための条件として、以下に掲げる能力・資質を具えた学生を受

け入れます。 

 

 

○○求求めめるる学学生生像像 

【【知知識識・・技技能能】】  

１．高等学校の教育課程で学ぶ知識・技能を幅広く、かつ高いレベルで有している  

【【思思考考力力・・判判断断力力・・表表現現力力】】  

２．社会の様々な課題について、知識や情報をもとに筋道を立てて論理的に思考し、自分の言葉で表現できる 

３．知的探求心をもって広く社会に目を向け、柔軟な発想で物ごとをとらえることができる 

【【主主体体性性ををももっってて多多様様なな人人々々とと協協同同ししてて学学ぶぶ態態度度】】  

４．良心と社会規範にしたがって良識ある行動をとることができる 

５．人々との交流を大切にし、常に温かな配慮をもって他者と接することができる 

６．自らの成長のために粘り強く物ごとに取り組むことができる 

 

○○入入学学前前にに身身ににつつけけてておおくくここととがが期期待待さされれるるもものの 

１．高等学校で学ぶ諸教科に関する高い基礎学力 

1) 人類の文化や自然、社会に関する幅広い基礎学力 

保健・医療・福祉は人間を対象に社会の中で営まれる実践です。そのために、文化や自然、社会に

関する偏りのない基礎知識が不可欠です。 

2) 人々との交流を深め、論理的に思考し表現するための基礎学力 

保健・医療・福祉の実践は人々との交流を基盤とします。また、物ごとを多面的に捉えて論理的に

思考し、相手に伝えることのできる日本語の能力、国際的視野で考え行動するための外国語力が重要

です。 

２．他者との連携・協働を必要とする課題に対し、誠実に取り組む姿勢 

保健・医療・福祉の実践はチームで取り組みます。他者と連携・協働して何かに取り組んだ経験は専門

的実践を学ぶ上での力となります。 

３．自らの疑問を解決し、知識を深めるための学習習慣 

専門職には生涯にわたる自己研鑽が求められます。疑問を解決するために、また、知識を広げ深めるた

めに、自ら進んで調べ学ぶ習慣を身につけておく必要があります。 

４．健康な生活を送るための基本的生活習慣 

人々の健康と生活を守るためには、自分の健康に心がけ、しっかりとした基本的生活習慣を身につけて

いることが不可欠です。 

 

○○入入学学者者選選抜抜ののあありり方方  

【【一一般般選選抜抜】】  

１．共通テストでは５教科（国語・数学・理科・社会・外国語）７～８科目を課し、基礎学力を確認します。 

２．個人および集団面接試験によって、将来の看護師・理学療法士・作業療法士としての意欲や適性、本学

部の教育を受ける上で必要となるコミュニケーション力や協調性等の能力・資質を評価します。調査書は

面接試験の参考とします。 

【【学学校校推推薦薦型型選選抜抜】】  

１．小論文試験では、読解力や観察力、論理的思考力、表現力を評価します。  

２．個人面接試験によって、将来の看護師・理学療法士・作業療法士としての意欲と適性、地域医療への貢

献意志、本学部の教育を受ける上で必要となるコミュニケーション力等の能力・資質を評価します。調査

書、志願理由書は面接試験の参考とします。 

３．共通テストでは３科目（外国語、ほか 2 科目）を課し、基礎学力を確認します。 
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Ⅱ 医学部 医学科 

 

１ 募集人員 

学部・学科 
募集人員 

合計 
一般選抜（前期日程） 

一般枠 先進研修連携枠（ATOP-M）  

医 学 部 医 学 科 ７５ ２０ ５５ 

 ※ATOP-M：Advanced education and training opportunities program for medical students 

先進研修連携枠（ATOP-M）の趣旨と要件、入学後から卒後のキャリア形成については、      

本学ホームページ（医学部入試枠・卒後必修プログラム）ならびに大学案内冊子「LEAP」      

を参照してください。 

 

 

２ 試験の方式及び出願の制限 

本学は「分離分割方式」(前期日程)により、個別学力検査等(以下「第２次試験」という。)を実施します。 

このため、本学の前期日程出願者は、他の国公立大学・学部(独自日程で入学者選抜試験を行う公立大学・

学部を除く。以下同じ。)に属する「前期日程」に併願することができません。 

なお、本学の「前期日程」と他の国公立大学・学部の「後期日程」又は「公立大学中期日程」を併願する

ことができます。 

３ 出願資格 

 (1) 一般枠 

次の各号のいずれかに該当し、かつ、令和４年度大学入学者選抜大学入学共通テスト(以下「大学入学

共通テスト」という。)において、本学が指定した教科・科目をすべて受験した者 

  ア 高等学校又は中等教育学校を卒業した者及び令和４年３月卒業見込みの者 

  イ 通常の課程による１２年の学校教育を修了した者及び令和４年３月修了見込みの者 

  ウ 学校教育法施行規則第１５０条の規定により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認

められる者及び令和４年３月３１日までにこれに該当する見込みの者 

ただし、同条第７号の規定により出願を希望する者は、事前に資格審査を受けなければならず、一般

選抜の出願受付開始日の５日前までに資格審査を申請する必要があります。 

なお、詳細については、本学事務局学務課入試係に問い合わせしてください。 

 

 (2) 先進研修連携枠（ATOP-M） 

   上記「(1) 一般枠」に加え、次に該当する者 

ア 医師法第１６条の２第１項に規定する臨床研修(以下「初期臨床研修」という。)を修了後、所定

のプログラム※(卒後の必修プログラム)に従事することを確約できる者 

 

※ 「所定のプログラム」とは、卒業後、札幌医科大学附属病院を含む臨床研修指定医療機関で初

期臨床研修修了後、札幌医科大学医学部又は附属病院の各診療科に所属し、７年間、札幌医科大

学及び本学の卒後の必修プログラムに関連する国内外の医療機関又は研究機関において医学・医

療に従事するものです。 

このプログラムでは、北海道の医学・医療において指導的・中核的役割を担える医師の育成を

目指します。 

 

  いずれの出願枠も、出願者の出身地及び出身高等学校等所在地による制限はありません。 
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４ 出願枠 

 (1) 一般枠  

   一般枠には、修学資金貸与制度はありません。 

 

 (2) 先進研修連携枠（ATOP-M） 

ア 先進研修連携枠（ATOP-M）には、修学資金貸与制度はありません。 

イ 先進研修連携枠（ATOP-M）を志望する者は、出願時に、一般選抜の出願書類に加え、初期臨床研修  

修了後、所定のプログラム(卒後の必修プログラム)に従事する旨の入学志願者及びその保護者による

確約書を提出する必要があります。 

なお、この確約書の提出がない場合は、先進研修連携枠（ATOP-M）での出願を受け付けません。 

 

 

５ 出願方法 

  出願時に「一般枠」及び「先進研修連携枠（ATOP-M）」のいずれかを選択して出願します。  

 

 

６ 入学者の選抜方法 

次のとおり２段階に分けて行います。 

 (1) 第１段階選抜 

    入学志願者が募集人員に対して本学が定める倍率(以下のとおり)を超えた場合、大学入学共通テストの

成績により、原則として募集人員に以下の倍率を乗じた数の入学志願者を第１段階選抜の合格者としま

す。 

  (第１段階選抜を実施する場合の倍率) 

学科 募集人員 倍率 (注) 第１段階選抜は、「一般枠」と「先進研修連携枠 

（ATOP-M）」を一括して行います。 医 学 科 ７５名 ５倍 

 

 (2) 第２段階選抜 

    次の項目の成績及び結果を総合して合格者を決定します。 

    なお、調査書は面接の際の資料とします。 

日程 一般枠・先進研修連携枠（ATOP-M） 

前 期 日 程 
・大学入学共通テスト 

・第２次試験(個別学力検査・個人面接) 

（注１）合格者は、総合点の高い順に「一般枠」及び「先進研修連携枠（ATOP-M）」それぞれで決定します。 

（注２）一般選抜の募集人員は、「一般枠」と「先進研修連携枠（ATOP-M）」を合わせて７５名です。「先進

研修連携枠（ATOP-M）」合格者が先に募集人員(５５名)に達した場合、募集・選考状況により、他の合

格者は「一般枠」と「先進研修連携枠（ATOP-M）」を合わせて２０名となり、「一般枠」合格者が募集

人員に満たない場合があります。 

 

 

７ 出願手続等    

 (1) 出願期間 

   令和４年１月２４日(月)から令和４年２月４日(金)まで 

 

 (2) 出願方法 

郵送に限ります。 

「書留速達」郵便とし、令和４年２月４日(金)までに必ず到着するように発送してください。 

出願期間後に到着した出願書類は、受理しません。また、直接持参しても受理できません。郵便事情を

考慮し、余裕を持って発送してください。 
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 (3) 送付先 

 〒０６０－８５５６ 札幌市中央区南１条西１７丁目 札幌医科大学事務局学務課入試係   

電話０１１-６１１-２１１１(内線２１８３０・２１８４０) 

 

 (4) 出願資格の確認 

出願に当たっては、出願する学部・学科で課した大学入学共通テストの教科・科目を実際に受験してい

るかどうか等、出願資格を満たしていることを確認してください。 

 

 (5) 出願書類等 

   出願書類の提出に当たっては、本学所定の用紙を使用してください。記入が必要な書類は必ずボール

ペン等の黒インクを使用してください。消せるボールペンの使用は禁止します。 

出願書類等 摘要 

ア 入 学 願 書 

医 学 部 医 学 科 
一般枠 さ くら 色 

先進研修連携枠（ATOP-M） うぐいす色 

入学願書記入上の注意(２４頁参照)、記入例を確認の上、必要事項をもれなく記

入してください。  

写真は、出願前３ヶ月以内に撮影した上半身、脱帽、正面向きの写真 (縦４㎝×

横３㎝)を貼ってください。 

「令和４共通テスト成績請求票前国公立前期日程用」を所定欄に貼ってください。 

(貼付漏れや指定以外の請求票を貼った場合は、受理しません)。 

イ 入学検定料 

  １７，０００円 

添付されている専用の払込取扱票に必要事項を記入し、郵便局で納付した上で、 

窓口で日附印を受けた「振替払込受付証明書」(「大学提出用」と書かれているも

の)を、入学願書の所定欄に貼付してください。日附印のない証明書は受理できま

せん。 

 なお、払込手数料は払込者の負担となります。 

 

(注) 入学検定料の返還請求 

 入学検定料の返還請求は、以下の場合のみ受け付けます。それ以外の場合は、 

いかなる理由があっても納付済の入学検定料は返還しません。 

１ 入学検定料返還請求ができる場合 

  (1) 第１段階選抜の結果、不合格となった場合(１３，０００円を返還します。) 

  (2) 大学入学共通テストの受験科目が不足しているため、出願資格がないことが

判明した場合(１３，０００円を返還します。) 

  (3) 入学検定料を納入したが、入学願書を提出しなかった又は出願が受理されな

かった場合 

  (4) 入学検定料を誤って二重に納入した場合 

２ 返還請求方法について 

上記(1)の場合・・第1段階選抜の結果を通知する際、返還手続に必要な書類を郵

送します。 

 上記(2)の場合・・出願無資格者である旨を通知する際、返還手続に必要な書類を

郵送します。 

 上記(3)及び(4)の場合・・本学ホームページに必要書類や請求方法等の詳細を掲

載します。 

 なお、返還請求の際、払込済の振替払込受付証明書が必要になりますので、大切

に保管してください。 
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ウ 調査書等 高等学校長又は中等教育学校長等が文部科学省の定めた様式により作成し、厳封

したものを提出してください。 

ただし、調査書が得られない場合には、卒業証明書に加えて成績証明書又は単位

修得証明書等を提出してください。 

なお、「３出願資格の (1)のイ、ウ」により調査書を提出できない者は、次の書類 

を提出してください。  

(ｱ) 高等学校卒業程度認定試験又は大学入学資格検定の合格者等は、合格証明書

ただし、高等学校又は中等教育学校を中途退学した者で、在学中に単位を取得し

ている教科・科目がある場合は、当該教科・科目に係る高等学校又は中等教育学

校の成績証明書又は調査書(学校長等が作成し、厳封したもの)をあわせて提出し

てください。 

(ｲ) その他の者は、修了証明書(資格証明書)及び成績証明書 

 エ 確約書 

(先進研修連携枠 

（ATOP-M）のみ) 

 必ず自筆により、記入してください。 

(ボールペン等の黒インクを使用してください。) 

 オ 封筒小 

【第1段階選抜結果通知

用】・あて名票 

第１段階選抜の結果通知に使用しますので、入学志願者の住所・氏名及び郵便番

号を明記し、７７９円分の切手(書留速達料金を含む。)を貼ってください。 

また、あて名票に必要事項を記載の上、同封してください。 

（注） 高等学校等コードを記入する出願書類は、「令和４年度大学入学者選抜大学入学共通テスト受験 

案内」５７頁～７５頁を参照して記入してください。 

 

 (6) その他 

ア 出願書類に不備がある場合は、受理しません。  

イ 出願書類は、受理した後はいかなる理由があっても返還しません。 

ウ 入学願書の志願者氏名と調査書等の氏名が異なる場合は、同一人であることを証明できる書類  

(戸籍抄本等)を必ず添付してください。 

エ その他、本人確認のために必要な書類の提出を求める場合があります。 

オ 本学に入学手続きを完了した者は、これを取り消して、他の国公立大学・学部へ入学手続きを行う 

ことはできません。 

カ 受験手続において虚偽又は重大な不備があった場合は、入学後であっても入学許可を取消すことが

あります。 
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８ 身体等に障害のある入学志願者との事前相談 

本学への入学志願者で、次表に該当する場合（学校教育法施行令第２２条の３に準拠）は、受験上及び

修学上の配慮が必要となることがありますので、令和３年１２月１６日（木）までに必ず本学事務局学務

課入試係に電話等で問い合わせしてください。 

必要に応じ、本学において、原則入学志願者及び保護者、又はその立場を代弁しうる者等との面談を行

います。 

ア 両眼の矯正視力が０．３未満の者又は視力以外の視機能障害が高度の者のうち、拡大鏡等の使用に

よっても通常の文字、図形等の視覚による認識が不可能又は著しく困難な程度の者 

イ 両耳の聴力レベルが６０デシベル以上の者のうち、補聴器等の使用によっても通常の話声を解する

ことが不可能又は著しく困難な程度の者 

ウ 肢体(上肢・体幹・下肢)不自由の状態により、立位もしくは座位の保持又は歩行することが不可能又

は困難な者 

エ 肢体(上肢・体幹・下肢)不自由の状態により、筆記又は実験・実習をすることが不可能又は困難な者 

オ 慢性の呼吸器、心臓、腎臓疾患等の状態が継続して医療・生活規制を必要とする程度の者又はこれ

に準ずる者 

カ 身体虚弱の状態が継続して生活規制を必要とする程度の者 

キ 上記以外で、受験上、修学上特別の配慮を必要とする程度の機能障害を有する者 

問い合わせ先    

      札幌医科大学事務局学務課入試係 電話０１１-６１１-２１１１(内線２１８３０・２１８４０) 

 

 

９ 大学入学共通テストの受験を要する教科・科目等 

 (1) 一般枠･先進研修連携枠（ATOP-M）（５教科７科目） 

教科 科目 科目等の選択方法 

国 語 『国語』 必須 

地理歴史 「世界史 B」「日本史 B」「地理 B」 

左記の７科目から１科目選択（注１） 
公 民 

「現代社会」「倫理」「政治・経済」 

『倫理、政治・経済』 

数 学 

『数学Ⅰ・数学 A』 必須 

『数学Ⅱ・数学 B』 

『簿記・会計』『情報関係基礎』 
左記の３科目から１科目選択（注２） 

理 科 「物理」「化学」「生物」 左記の３科目から２科目選択 

外 国 語 
『英語』『ドイツ語』『フランス語』 

『中国語』『韓国語』 

左記の５科目から１科目選択 

(英語は、リスニングテストの成績も判定の対象とします。) 

（注１）地理歴史・公民を指定した科目数以上受験した場合は、第１解答科目を合否判定の資料として

用います。第１解答科目で本学が指定した科目を受験しなかった場合には、たとえ第２解答科目 

で本学が指定した科目を受験した場合でも、地理歴史・公民を受験しなかったものとみなします。 

（注２）『簿記・会計』『情報関係基礎』を選択することができる者は、高等学校又は中等教育学校で 

これらの科目を履修した者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の学科の修了（見込

み）者に限ります。
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10 第２次試験の実施教科・科目等 

 (1) 一般枠･先進研修連携枠（ATOP-M） 

日程 教科 科目 科目等の選択法 

前期日程 

（注５） 

数 学 
「数学Ⅰ」「数学Ⅱ」「数学Ⅲ」 

「数学 A」「数学 B」（注１） 
必須 

理 科 

「物理」「物理基礎」（注２） 

左記３種類の組み合わせから２種

類選択(必須) 
「化学」「化学基礎」（注３） 

「生物」「生物基礎」（注４） 

外 国 語 

『英語』 

「コミュニケーション英語Ⅰ」 

「コミュニケーション英語Ⅱ」 

「コミュニケーション英語Ⅲ」 

「英語表現Ⅰ」「英語表現Ⅱ」 

必須 

面接（個人） 必須 

（注１）「数学Ⅰ」「数学Ⅱ」「数学Ⅲ」「数学Ａ」は全範囲を出題範囲とします。        

「数学Ｂ」は、「数列」、「ベクトル」から出題します。 

（注２）「物理」は「半導体中の電子のエネルギー帯」、「トランジスター」、「ダイオード」以外から

出題します。「物理基礎」は全範囲を出題範囲とします。  

（注３）「化学」「化学基礎」は全範囲を出題範囲とします。 

（注４）「生物」「生物基礎」は全範囲を出題範囲とします。 

（注５）数学・理科・外国語・面接のうち、いずれか１教科でも受験しなかった者は、合格者にはなりま

せん。なお、理科は２科目の受験が必要です。 

 

 

11 教科の配点 

 (1)  第１段階選抜に用いる大学入学共通テストの教科の配点 

  ア 一般枠･先進研修連携枠（ATOP-M） 

学科 国語 地理歴史・公民 数学 理科 外国語 計 

医 学 科 ２００ １００ ２００ ２００ ２００※ ９００ 

※ 英語の場合 リーディング１００点＋リスニング１００点＝２００点              

ただし、リスニングを免除された者については、リーディングの得点を２倍します。 

 

 (2) 第２段階選抜の配点 

  ア 一般枠･先進研修連携枠（ATOP-M） 

日程 試験区分 国語 地理歴史・公民 数学 理科 外国語 面接 計 総合点 

前期 

日程 

大学入学共通テスト １５０ ５０ １５０ ２００ １５０ - ７００ 
１,４００ 

第 2 次 試 験 - - ２００ ２００ ２００ １００ ７００ 

 （注）面接により医療人となるための適性を欠くと判断された場合は、総合点の成績に関わらず、不合格に

なる場合があります。 
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12 入試過去問題の活用 

ア 本学は、アドミッション・ポリシーを実現するため、必要な範囲において、「入試過去問題活用宣言」

に参加している大学の入試過去問題を使用して出題することがあります。ただし、必ず使用するとは限

りません。 

イ 入試過去問題を使用する際は、そのまま使用することも、一部改変することもあります。 

ウ 「入試過去問題活用宣言」についての詳細及び参加大学の一覧については、次のURLにて公表してい

ます。 http://www.nyushikakomon.jp 

 

 

13 第２次試験の実施日等 

  (1) 日程 

（注１）令和４年２月２５日(金)の集合時間は、午前８：００～午前８：４０です。 

（注２）面接試験は、受験者を午前(９：００～１２：００)、午後(１３：００～１７：００頃)に分けて実

施しますので、集合時間は次のいずれかの予定です。 

午前の場合   ８：００～  ８：４５ 

午後の場合   １２：００～ １２：４５ 

なお、受験者個人の試験開始時刻及び終了時刻は未定です。 

 

 (2) 第２次試験の当日持参する物 

  ア 札幌医科大学医学部受験票 

  イ 大学入学共通テスト受験票 

    (入学手続の際にも必要なので、紛失しないように注意してください。) 

  ウ 黒鉛筆(シャープペンシル可)・消しゴム・鉛筆削り 

 

 (3) 試験場 

   札幌医科大学教育研究棟 札幌市中央区南１条西１７丁目  

   教育研究棟玄関より入り指示に従ってください。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14 学校推薦型選抜及び総合型選抜合格者の取扱い 

本学の学校推薦型選抜並びに他の国公立大学・学部の学校推薦型選抜及び総合型選抜の合格者は、本学  

の第２次試験を受験しても合格者となることはできません。 

学部 試験日 教科等 実施時間 

医学部 
令和４年２月２５日(金)（注１） 

外 国 語 ９：００～１０：２０ 

数 学 １１：２０～１３：００ 

理 科 １４：２０～１６：２０ 

令和４年２月２６日(土)（注２） 面接(個人 ) 受験票に記載して通知します。 

- 9 - 
 

12 入試過去問題の活用 

ア 本学は、アドミッション・ポリシーを実現するため、必要な範囲において、「入試過去問題活用宣言」

に参加している大学の入試過去問題を使用して出題することがあります。ただし、必ず使用するとは限

りません。 

イ 入試過去問題を使用する際は、そのまま使用することも、一部改変することもあります。 

ウ 「入試過去問題活用宣言」についての詳細及び参加大学の一覧については、次のURLにて公表してい

ます。 http://www.nyushikakomon.jp 

 

 

13 第２次試験の実施日等 

  (1) 日程 

（注１）令和４年２月２５日(金)の集合時間は、午前８：００～午前８：４０です。 

（注２）面接試験は、受験者を午前(９：００～１２：００)、午後(１３：００～１７：００頃)に分けて実

施しますので、集合時間は次のいずれかの予定です。 

午前の場合   ８：００～  ８：４５ 

午後の場合   １２：００～ １２：４５ 

なお、受験者個人の試験開始時刻及び終了時刻は未定です。 

 

 (2) 第２次試験の当日持参する物 

  ア 札幌医科大学医学部受験票 

  イ 大学入学共通テスト受験票 

    (入学手続の際にも必要なので、紛失しないように注意してください。) 

  ウ 黒鉛筆(シャープペンシル可)・消しゴム・鉛筆削り 

 

 (3) 試験場 

   札幌医科大学教育研究棟 札幌市中央区南１条西１７丁目  

   教育研究棟玄関より入り指示に従ってください。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14 学校推薦型選抜及び総合型選抜合格者の取扱い 

本学の学校推薦型選抜並びに他の国公立大学・学部の学校推薦型選抜及び総合型選抜の合格者は、本学  

の第２次試験を受験しても合格者となることはできません。 

学部 試験日 教科等 実施時間 

医学部 
令和４年２月２５日(金)（注１） 

外 国 語 ９：００～１０：２０ 

数 学 １１：２０～１３：００ 

理 科 １４：２０～１６：２０ 

令和４年２月２６日(土)（注２） 面接(個人 ) 受験票に記載して通知します。 

最終頁
下

さい。

正
面
玄
関

試験場の下見は玄関前
までとし、入場はできま
せん。

─　  ─7

　最終頁、札幌医科大学
建物配置図も参照してく
ださい。

（注） 試験場の下見は玄関前
までとし、入場はできま
せん。
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Ⅲ 保健医療学部 看護学科・理学療法学科・作業療法学科 

 

１ 募集人員 

学部・学科 
募集人員 

一般選抜（前期日程） 

保 健 医 療 学 部 

看 護 学 科 ４０ 

理 学 療 法 学 科 １６ 

作 業 療 法 学 科 １６ 

計 ７２ 

（注）学校推薦型選抜の合格者が募集人員に満たない場合、その欠員数が一般選抜の募集人員に加わり 

ます。 

 

 

２ 試験の方式及び出願の制限 

本学は「分離分割方式」(前期日程)により、個別学力検査等(以下「第２次試験」という。)を実施します。 

このため、本学の前期日程出願者は、他の国公立大学・学部（独自日程で入学者選抜試験を行う公立大学・

学部を除く。以下同じ。）に属する「前期日程」に併願することができません。 

なお、本学の「前期日程」と他の国公立大学・学部の「後期日程」又は「公立大学中期日程」を併願す

ることができます。 

 

 

３ 出願資格 

次の各号のいずれかに該当し、かつ、令和４年度大学入学者選抜大学入学共通テスト(以下「大学入学  

共通テスト」という。)において、本学が指定した教科・科目をすべて受験した者 

ア 高等学校又は中等教育学校を卒業した者及び令和４年３月卒業見込みの者 

イ 通常の課程による１２年の学校教育を修了した者及び令和４年３月修了見込みの者 

ウ 学校教育法施行規則第１５０条の規定により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認め

られる者及び令和４年３月３１日までにこれに該当する見込みの者 

ただし、同条第７号の規定により出願を希望する者は、事前に資格審査を受けなければならず、一般

選抜の出願受付開始日の５日前までに資格審査を申請する必要があります。 

なお、詳細については、本学事務局学務課入試係に問い合わせしてください。 

 

 

４ 入学者の選抜方法   

次のとおり２段階に分けて行います。 

 (1) 第１段階選抜 

入学志願者が募集人員に対して本学が定める倍率(以下のとおり)を超えた場合、大学入学共通テスト

の成績により、原則として募集人員に以下の倍率を乗じた数の入学志願者を第１段階選抜の合格者とし

ます。 

（第１段階選抜を実施する場合の倍率） 

学科 募集人員 倍率 

看 護 学 科 ４０名 ３倍 

理学療法学科 １６名 ３倍 

作業療法学科 １６名 ３倍 
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 (2) 第２段階選抜 

次の項目の成績及び結果を総合して合格者を決定します。

なお、調査書は面接の際の資料とします。

日程 看護学科・理学療法学科・作業療法学科 

前 期 日 程 
・大学入学共通テスト 

・第２次試験（個人及び集団面接） 

 

 

５ 出願手続等 

 (1) 出願期間 

   令和４年１月２４日(月)から令和４年２月４日(金)まで 

 

 (2) 出願方法 

郵送に限ります。 

「書留速達」郵便とし、令和４年２月４日(金)までに必ず到着するように発送してください。 

 

 (3) 送付先 

〒０６０－８５５６ 札幌市中央区南１条西１７丁目 札幌医科大学事務局学務課入試係 

電話０１１-６１１-２１１１(内線２１８３０・２１８４０) 

    

 (4) 出願資格の確認 

出願に当たっては、出願する学部・学科で課した大学入学共通テストの教科・科目を実際に受験して

いるかどうか等、出願資格を満たしていることを確認してください。 

 

 (5) 出願書類等 

出願書類の提出に当たっては、本学所定の用紙を使用してください。記入が必要な書類は必ずボール

ペン等の黒インクを使用してください。消せるボールペンの使用は禁止します。 

出願書類等 摘要 

 ア 入学願書   

保健医療学部 

看 護 学 科 み ず色 

理学療法学科 も え ぎ 色 

作業療法学科 レ モ ン 色 

 入学願書記入上の注意(２４頁参照)、記入例を確認の上、必要事項をもれなく

記入してください。  

写真は、出願前３ヶ月以内に撮影した上半身、脱帽、正面向きの写真 (縦４㎝

×横３㎝)を貼ってください。 

 

 「令和４共通テスト成績請求票 前 国公立前期日程用」を所定欄に貼ってくだ

さい(貼付漏れや指定以外の請求票を貼った場合は、受理しません)。 

 

 

　出願期間後に到着した出願書類は、受理しません。また、直接持参しても受理できません。郵便事情

を考慮し、余裕を持って発送してください。
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 イ 入学検定料 

 １７，０００円 

 

 添付されている専用の払込取扱票に必要事項を記入し、

を、入学願書の所定欄に貼付してください

。 

なお、払込手数料は払込者の負担となります。 

 

(注) 入学検定料の返還請求 

 入学検定料の返還請求は、以下の場合のみ受け付けます。それ以外の場合は、 

いかなる理由があっても納付済の入学検定料は返還しません。  

１ 入学検定料返還請求ができる場合 

 (1) 第１段階選抜の結果、不合格となった場合(１３，０００円を返還します。) 

 (2) 大学入学共通テストの受験科目が不足しているため、出願資格がないこと

が判明した場合(１３，０００円を返還します。) 

 (3) 入学検定料を納入したが、入学願書を提出しなかった又は出願が受理され

なかった場合 

 (4) 入学検定料を誤って二重に納入した場合 

２ 返還請求方法について 

上記(1)の場合・・・第１段階選抜の結果を通知する際、返還手続に必要な書類

を郵送します。 

上記(2)の場合・・・出願無資格者である旨を通知する際、返還手続に必要な書

類を郵送します。 

上記(3)及び(4)の場合・・・本学ホームページに必要書類や請求方法等の詳細を

掲載します。 

なお、返還請求の際、払込済の振替払込受付証明書が必要になりますので、大

切に保管してください。  

 

ウ 調査書等

 

高等学校長又は中等教育学校長等が文部科学省の定めた様式により作成し、厳

封したものを提出してください。 

ただし、調査書が得られない場合には、卒業証明書に加えて成績証明書又は単

位修得証明書等を提出してください。 

なお、「３出願資格のイ、ウ」により調査書を提出できない者は、次の書類を

提出してください。 

（ア）高等学校卒業程度認定試験又は大学入学資格検定の合格者等は、合格証明書 

ただし、高等学校又は中等教育学校を中途退学した者で、在学中に単位を取

得している教科・科目がある場合は、当該教科・科目に係る高等学校又は中等

教育学校の成績証明書又は調査書(学校長等が作成し、厳封したもの)をあわ

せて提出してください。 

（イ）その他の者は、修了証明書(資格証明書)及び成績証明書 

 

エ 封筒小 

【第 1 段階選抜結果通知用】

  ・あて名票 

 

第１段階選抜の結果通知に使用しますので、入学志願者の住所・氏名及び郵便

番号を明記し、７７９円分の切手(書留速達料金を含む。)を貼ってください。 

また、あて名票に必要事項を記載のうえ、同封してください。 

 (注) 高等学校等コードを記入する出願書類は、「令和４年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト

受験案内」５７頁～７５頁を参照して記入してください。 

郵便局で納付した上で、

窓口で日附印を受けた「振替払込受付証明書」(「大学提出用」と書かれているもの )

(日附印のない証明書は受理できませ

ん。）
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 (6) その他 

ア 出願書類に不備がある場合は、受理しません。  

イ 出願書類は、受理した後はいかなる理由があっても返還しません。 

ウ 入学願書の志願者氏名と調査書等の氏名が異なる場合は、同一人であることを証明できる書類  

(戸籍抄本等)を必ず添付してください。 

エ その他、本人確認のために必要な書類の提出を求める場合があります。 

オ 本学に入学手続きを完了した者は、これを取り消して、他の国公立大学・学部へ入学手続きを行う 

ことはできません。 

カ 受験手続において虚偽又は重大な不備があった場合は、入学後であっても入学許可を取消すこと

があります。 

 

 

６ 身体等に障害のある入学志願者との事前相談 

本学への入学志願者で、次表に該当する場合（学校教育法施行令第２２条の３に準拠）は、受験上及び

修学上の配慮が必要となることがありますので、令和３年１２月１６日(木)までに必ず本学事務局学務課

入試係に電話等で問い合わせしてください。 

必要に応じ、本学において、原則入学志願者及び保護者、又はその立場を代弁しうる者等との面談を行

います。 

ア 両眼の矯正視力が０．３未満の者又は視力以外の視機能障害が高度の者のうち、拡大鏡等の使用に

よっても通常の文字、図形等の視覚による認識が不可能又は著しく困難な程度の者 

イ 両耳の聴力レベルが６０デシベル以上の者のうち、補聴器等の使用によっても通常の話声を解する

ことが不可能又は著しく困難な程度の者 

ウ 肢体(上肢・体幹・下肢)不自由の状態により、立位もしくは座位の保持又は歩行することが不可能

又は困難な者 

エ 肢体(上肢・体幹・下肢)不自由の状態により、筆記又は実験・実習をすることが不可能又は困難な

 者 

オ 慢性の呼吸器、心臓、腎臓疾患等の状態が継続して医療・生活規制を必要とする程度の者又はこれ

に準ずる者 

カ 身体虚弱の状態が継続して生活規制を必要とする程度の者 

キ 上記以外で、受験上、修学上特別の配慮を必要とする程度の機能障害を有する者 

問い合わせ先  

札幌医科大学事務局学務課入試係 電話０１１-６１１-２１１１(内線２１８３０・２１８４０) 
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７ 大学入学共通テストの受験を要する教科・科目等 

 (1) 看護学科 ５～６教科７～８科目 

教科 科目 科目等の選択方法   

国 語 『国語』 必須   

数 学 

「数学Ⅰ」『数学Ⅰ・数学 A』 左記２科目から１科目選択   

「数学Ⅱ」『数学Ⅱ・数学 B』 

『簿記・会計』『情報関係基礎』 
左記 4 科目から１科目選択（注１） 

  

外 国 語 
『英語』『ドイツ語』『フランス語』 

『中国語』『韓国語』 
左記５科目から１科目選択 
（英語は、リスニングテストの成績も判定の対象とします。） 

  

地理歴史 「世界史 B」「日本史 B」「地理 B」 

左記の７科目から 

1 科目選択 

左記の７科目から 

２科目選択 

（同一科目名を含む選

択不可） 

  

公 民 
「現代社会」「倫理」「政治・経済」 

『倫理、政治・経済』 

  

理 科 

「物理」「化学」「生物」 左 記 の 

３ 科 目 

か ら ２ 科

目選択 

左 記 の 

３ 科 目 か

ら １ 科 目

選択（同一

科 目 名 を

含 む 選 択

不可） 

左 記 の 

３ 科 目 か

ら 1 科目選

択 

    

「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」

 

  左 記 の 

３ 科 目 か

ら ２ 科 目

選択（同一

科 目 名 を

含 む 選 択

不可） 

  左 記 の 

３ 科 目 か

ら ２ 科 目

選択 

  

（注１）『簿記・会計』『情報関係基礎』を選択することができる者は、高等学校又は中等教育学校でこれ

らの科目を履修した者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の学科の修了(見込み)者に

限ります。  

（注２）地理歴史・公民及び理科については選択方法が４つあります。同一科目名を含む選択はできませ

ん。 

（注３）指定した科目数以上受験した場合は、地理歴史・公民の第１解答科目、残りの科目(理科の「基礎を

付した２科目」を含む。)のうち得点の高い科目２科目を合否判定の資料として用います。  

ただし、理科の「基礎を付さない科目」において、第１解答科目で本学が指定した科目を受験しな

かった場合には、たとえ第２解答科目で本学が指定した科目を受験した場合でも「基礎を付さない科

目」を受験しなかったものとみなします。  

また、理科の「基礎を付した科目」で本学が指定した科目を受験しなかった場合には、「基礎を付

した科目」を受験しなかったものとみなします。 
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 (2) 理学療法学科 ５教科７～８科目 

教科 科目 科目等の選択方法   

国 語 『国語』 必須   

数 学 

「数学Ⅰ」『数学Ⅰ・数学 A』 左記の２科目から１科目選択   

「数学Ⅱ」『数学Ⅱ・数学 B』 

『簿記・会計』『情報関係基礎』 
左記の４科目から１科目選択（注１） 

  

外 国 語 
『英語』『ドイツ語』『フランス語』

 
『中国語』『韓国語』

 

左記の５科目から１科目選択 

(英語は、リスニングテストの成績も判定の対象とします。) 

  

地理歴史 「世界史 B」「日本史 B」「地理 B」 

左記の７科目から１科目選択（注２） 

  

公 民 
「現代社会」「倫理」「政治・経済」

 
『倫理、政治・経済』

 

  

理 科 

「物理」「化学」「生物」 左 記 の ３ 科 目 か ら 

２科目選択 

左記の３科目から 

１科目選択 

( 同一科目名を含む 

選択不可) 

  

「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」   左記の３科目から 

２科目選択 

(同一科目名を含む 

選択不可) 

  

（注１）『簿記・会計』『情報関係基礎』を選択することができる者は、高等学校又は中等教育学校でこ

れらの科目を履修した者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の学科の修了 (見込み)

者に限ります。 

（注２）地理歴史・公民は、第１解答科目を合否判定の資料として用います。 

（注３）理科については選択方法が２つあります。同一科目名を含む選択はできません。 

ただし、理科の「基礎を付さない科目」において、第１解答科目で本学が指定した科目を受験しなかっ

た場合には、たとえ第２解答科目で本学が指定した科目を受験した場合でも「基礎を付さない科目」

を受験しなかったものとみなします。  

また、理科の「基礎を付した科目」で本学が指定した科目を受験しなかった場合には「基礎を付し

た科目」を受験しなかったものとみなします。 
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 (3) 作業療法学科 ５～６教科７～８科目 

教科 科目 科目等の選択方法   

国 語 『国語』 必須  

数 学 

「数学Ⅰ」『数学Ⅰ・数学A』 左記の２科目から１科目選択  

「数学Ⅱ」『数学Ⅱ・数学B』 

『簿記・会計』『情報関係基礎』 
左記の４科目から１科目選択 (注１)

 
 

外 国 語 
『英語』『ドイツ語』『フランス語』 

『中国語』『韓国語』 

左記の５科目から１科目選択 

(英語は、リスニングテストの成績も判定の対象とします。) 
 

地理歴史 「世界史 B」「日本史 B」「地理 B」 左記の７科目から１科目 

選択 

左記の７科目

から２科目選

択  

(同一科目名を 

含む選択不可) 

 

公 民 
「現代社会」「倫理」「政治・経済」 

『倫理、政治・経済』 
 

理 科 

「物理」「化学」「生物」 左記の３科

目から２科

目選択 

左記の３科

目から１科

目選択 

(同一科目名

を含む選択 

不可) 

左記の３科目

から 

１科目選択 
 

「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」   左記の３科

目から２科

目選択 

(同一科目名

を含む選択

不可) 

  

 

（注１）『簿記・会計』『情報関係基礎』を選択することができる者は、高等学校又は中等教育学校でこれ

らの科目を履修した者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の学科の修了 (見込み )者

に限ります。 

（注２）地理歴史・公民及び理科については選択方法が３つあります。同一科目名を含む選択はできません。 

（注３）指定した科目数以上受験した場合は、地理歴史・公民の第１解答科目、残りの科目(理科の「基礎を

付した２科目」を含む。)のうち、上記に示した３つの選択方法のいずれかを満たす組み合わせから得

点の高い科目２科目を合否判定の資料として用います。  

ただし、理科の「基礎を付さない科目」において、第１解答科目で本学が指定した科目を受験しな

かった場合には、たとえ第２解答科目で本学が指定した科目を受験した場合でも「基礎を付さない科

目」を受験しなかったものとみなします。  

また、理科の「基礎を付した科目」で本学が指定した科目を受験しなかった場合には、「基礎を付

した科目」を受験しなかったものとみなします。  
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８ 第２次試験の実施教科・科目等  

日程 教科・科目等 科目等の選択方法 

前 期 日 程 面接（個人及び集団）（注） 必須 

（注）面接試験を受験しなかった者は、合格者にはなりません。 

 

９ 教科の配点 

 (1) 第１段階選抜に用いる大学入学共通テストの教科の配点 

  ア 看護学科 

学科 国語 地理歴史・公民 理科 数学 外国語 計 

看 護 学 科 ２００ １００ １００ １００ ２００ ２００※ ９００ 

  イ 理学療法学科 

学科 国語 地理歴史・公民 理科 数学 外国語 計 

理学療法学科 ２００ １００ ２００ ２００ ２００※ ９００ 

  ウ 作業療法学科 

学科 国語 地理歴史・公民 理科 数学 外国語 計 

作業療法学科 ２００ １００ １００ １００ ２００ ２００※ ９００ 

※ 英語の場合 リーディング１００点＋リスニング１００点＝２００点 

ただし、リスニングを免除された者については、リーディングの得点を２倍します。  

 

 (2) 第２段階選抜に用いる配点 

  ア 看護学科 

日程 試験区分 国語 地理歴史・公民 理科 数学 外国語 面接 計 総合点 

前期日程 
大学入学共通テスト  ２００ １００ １００ １００ ２００ ２００ - ９００ 

１，１００ 
第 2 次 試 験 - - - - - ２００ ２００ 

  イ 理学療法学科 

日程 試験区分 国語 地理歴史・公民 理科 数学 外国語 面接 計 総合点 

前期日程 
大学入学共通テスト  ２００ １００ ２００ ２００ ２００ - ９００ 

１，１００ 
第 2 次 試 験 - - - - - ２００ ２００ 

  ウ 作業療法学科 

日程 試験区分 国語 地理歴史・公民 理科 数学 外国語 面接 計 総合点 

前期日程 
大学入学共通テスト  ２００ １００ １００ １００ ２００ ２００ - ９００ 

１，１００ 
第 2 次 試 験 - - - - - ２００ ２００ 

 （注）各学科とも、面接により医療人となるための適性を欠くと判断された場合は、総合点の成績に関わら

ず、不合格になる場合があります。 
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10 第２次試験の実施日等 

 (1)  日程 

学部 試験日 教科等 実施時間 

保健医療学部 令和４年２月２５日（金） 
面 接 

（個人及び集団） 

受験票に記載して通知します。

（注） 

  （注）面接試験は、受験者を午前(９：００～１２：００)、午後(１４：００～１７：００頃)に分けて実施

しますので、集合時間は次のいずれかの予定です。 

午前の場合  ８：００～ ８：４５ 

午後の場合 １３：００～１３：４５ 

なお、受験者個人の試験開始時刻及び終了時刻は未定です。           

 

 (2) 第２次試験の当日持参する物 

ア 札幌医科大学保健医療学部受験票  

イ 大学入学共通テスト受験票

　　　(入学手続の際にも必要なので、紛失しないように注意してください。)

ウ 黒鉛筆(シャープペンシル可)・消しゴム・鉛筆削り  

 (3) 試験場 

札幌医科大学教育研究棟 札幌市中央区南１条西１７丁目 

保健医療学研究棟玄関より入り指示に従ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 学校推薦型選抜及び総合型選抜合格者の取扱い 

本学の学校推薦型選抜並びに他の国公立大学・学部の学校推薦型選抜及び総合型選抜の合格者は、本学の

第２次試験を受験しても合格者となることはできません。 

 

 
 

  

最終頁
下

さい。
正面玄関

試験場の下見は玄関前
までとし、入場はできま
せん。

7 ─  　─

　最終頁、札幌医科大学
建物配置図も参照してく
ださい。

（注） 試験場の下見は玄関前
までとし、入場はできま
せん。
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Ⅳ 合格者の発表等(医学部・保健医療学部共通) 

 

１ 合格者の発表 両学部共通 

受験区分 発表日時 掲示方法等 

第 1 段階選抜 
令和４年２月１５日(火) 

午前１０時(予定) 

本学ホームページ 

https://web.sapmed.ac.jp/ 

 

大学情報センターのホームページ 

https://daigakujc.jp/sapmed/ 

 

に掲載します。 

(ホームページへの掲載は、 

午前１０時以降となります。) 

 

大学構内への掲示は行いません。 

 

第 2 段階選抜 
令和４年３月８日（火） 

午前１０時（予定） 

 ア 第１段階選抜の結果は、合格者の大学入学共通テストの試験場コード及び受験番号を発表するととも

に、入学志願者全員に郵送により通知します。 

なお、第２次試験を受験できる者には、受験票を送付し、第１段階選抜の合格通知に代えます。 

 イ 第２段階選抜の結果は、合格者の受験番号を発表するとともに、合格者本人には「速達郵便」により合

格通知書及び入学手続に必要な書類を送付します。 

 ウ いずれの場合も、合否に関する電話等での問い合わせには、一切応じません。 

 

 

２ 入学手続 

 (1) 手続期間 

     令和４年３月９日(水)～令和４年３月１５日(火) 

     この期間内に入学手続きを完了しない者は、入学を辞退したものとして取り扱います。 

 

 (2) 書類の提出方法 

郵送に限ります。 

    「書留速達」郵便により、令和４年３月１５日(火)までに必ず到着するように発送してください。 

なお、手続期間後に到着した書類は、受理しません。また、直接持参しても受理できません。郵便

事情を考慮し、余裕を持って発送してください。 

 (3) 手続に必要な書類等 

ア  札幌医科大学医学部受験票又は札幌医科大学保健医療学部受験票 

イ  大学入学共通テスト受験票  

ウ  入学料 ２８２，０００円 (郵便振替により納入してください。) 

※ なお、入学料は変更することがあります。  

エ  卒業証明書(高等学校又は中等教育学校・他大学等を卒業見込みで受験した者) 

オ  退学証明書(他大学等を退学見込みで受験した者) 

カ  在留カードの表裏両面のコピー、又は外国人登録証明書の表裏両面のコピー(日本国籍を有しない者) 

キ  その他、入学手続の詳細については、合格通知書を送付する際に文書でお知らせします。 
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３ 入学手続後の変更 

ア 本学に入学手続きを行った者は、これを取り消して他の国公立大学・学部に入学手続きを行うことはで

きません。また、他の国公立大学・学部に入学手続きを行った者は、本学に入学手続きを行うことはでき

ません。 

イ いったん納入した入学料は、いかなる理由があっても返還いたしません。 

ウ 入学手続完了者で特別の事情により入学できなくなった者は、速やかに「事務局学務課入試係」に連絡

をしてください。 

 
 
４ 合格者の追加 

ア 合格者の発表後、募集定員に欠員が生じた場合は、令和４年３月２８日(月)から令和４年３月３１日(木)

までの期間に、合格者の追加を行う場合があります。 

イ 上記の場合、該当者に対して入学願書の「合格通知送付先欄」の連絡先に電話し、本人の入学意思を確

認しますので、上記の期間も含め、連絡の取れる電話番号を必ず記入してください。 

ウ 該当する者が不在等のため、連絡・確認が出来なかった場合は、入学の意思がないものとして取り扱う

ことがありますので、この期間に外出する場合は、家族など在宅者に連絡先を明らかにしておいてくださ

い。 

 

 

５ インターネットによる情報提供 

出 願 状 況 
令和４年１月２６日(水)～令和４年２月７日(月) 

土・日は情報の更新をしません。 

合格者の受験番号 

第１段階選抜 第２段階選抜 

令和４年２月１５日(火) 令和４年３月８日(火) 

 

区 分 アドレス 出願状況 
合格者の受験番号 

第１段階選抜 第２段階選抜 

札幌医科大学 

ホームページ 
https://web.sapmed.ac.jp/ ○ ○ ○ 

大学情報センター 

ホームページ 

https://daigakujc.jp/sapmed/ 

 

 

  

 

○ ○ ○ 
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６ 入試成績の開示 

開 示 方 法 開示場所での閲覧 

開 示 内 容 

ア 大学入学共通テストの教科・科目別得点 

イ 本学入学者選抜試験の総合得点を合格最低点から５％きざみでランク表示したもの 

ウ 本学入学者選抜試験の科目別得点 

エ 総合得点の順位を５番きざみでランク表示したもの 

請求できる者 受験者本人 

持 参する物 
ア 札幌医科大学医学部受験票又は札幌医科大学保健医療学部受験票 

イ 大学入学共通テスト受験票 

開 示 期 間 

令和４年４月１５日(金)～令和４年５月１３日(金) 

(土・日・祝日を除きます。) 

 ９：００～１２：００／１３：００～１７：００ 

開示場所及び 

問い合わせ先 

札幌医科大学事務局学務課入試係 

電話０１１－６１１－２１１１(内線２１８３０・２１８４０) 

 ※開示期間に開示場所に来ることができない場合は、上記問い合わせ先までご連絡ください。 

 

 

７ 個人情報の取扱い 

ア 国公立大学の分離分割方式による合格及び追加合格決定業務を円滑に行うため、合否及び入学手続 

等に関する個人情報が、氏名、高等学校等コード及び大学入学共通テストの受験番号に限って、独立

行政法人大学入試センター及び併願先の国公立大学に送達されます。 

イ 本学が保有する個人情報は、「独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律」等の法令を

遵守すると共に「北海道公立大学法人札幌医科大学が保有する個人情報の保護に関する規則」に基づ 

き管理します。 

ウ 入学志願者から得られた出願書類に記載されている個人情報については、本学の入学者選抜及び入学

手続等の諸業務、入学者選抜方法等の調査・改善を行うために利用します。 

エ 入学者選抜に用いた試験成績の個人情報は、入学者選抜方法等における調査・改善を行うために利用

します。 

 

 

８ 受験に当たっての留意事項 

 ア 天候、事故、その他の事情により交通機関が乱れることがありますので、時間には十分に余裕を持ち、

遠隔地の受験者は早めに受験地に到着する等、ご注意ください。 

 イ 試験場には駐車場はありませんので、必ず公共交通機関等をご利用ください。 

 ウ 試験当日は、午前８時から会場に入ることができます。 

 エ 保護者の控室は用意しておりません。 

 オ 試験室の下見はできません。 

 カ 試験場の建物及び本学敷地内は、全面禁煙です。 

 キ 受験者への宿泊施設の斡旋は行っておりません。 

 ク 受験票裏側に記載の「受験上の注意」をよくお読みください。 
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９ 修学のための費用 

 (1) 入学初年度は、次の費用を必要とします。 

  ・ 入学料  ２８２，０００円 

  ・ 授業料  ５３５，８００円(年額：４月と１０月の２期に分納) 

    ※ なお、上記の納付金は予定額であり、入学時及び在学中に学生納付金の改定が行われた場合には、

改定時から新たな納付金が適用されます。 

  ・ 教科書等 

   両学部  約８０，０００～１００，０００円 

   ※ 金額は、毎年度異なります。 

 

 (2) その他の費用 

・ 共用試験（Pre-CC OSCE、CBT）受験料（医学部４年） ２５,０００円  

・ 共用試験（Post-CC OSCE）受験料（医学部６年）   ２０,０００円 

        ※ 金額は変更になる場合があります。 

・ その他、実習で大学の外にある施設に配置された場合の宿泊費や交通費等の諸経費は、原則として自

己負担になります。 

 

 

10 札幌医科大学後援会について 

「札幌医科大学後援会」は、本学の教育事業を後援し、その発展に協力することを目的とし、学生の

福利厚生及び課外活動への支援等、平等かつ公平な事業内容に心がけ、次の事業を行っています。 

なお、入学者の保護者の皆様には、特段の事情がある場合を除き、本会にご加入いただいています。 

 

会 費   医 学 部  ２００，０００円 

         保健医療学部  １００，０００円 

   ※ 原則として一括納入 

 

   事業内容 

  ア 医学及び保健医療学専門書や国家試験関係図書を附属総合情報センター（図書館）に寄贈しています。 

  イ 学生生活及び実習における事故や傷害等を補償する保険の保険料を助成しています。 

  ウ 学生の海外派遣(語学研修・臨床研修)経費を助成しています。 

  エ 学生の学外実習に要する経費及び必要な予防接種費等を助成しています。 

  オ 国家試験受験料及び国家試験対策経費を助成しています。 

  カ 大学祭等各種行事及びサークル活動に要する経費を助成しています。 

  キ その他、本会の目的達成上必要と認める事業を行っています。  
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11 その他特記事項（新型コロナウイルス感染症対策に伴う試験実施内容等の変更等について等）  

 新型コロナウイルス感染症対策のため、試験実施内容等を変更することがありますので、本学

ホームページ等、本学からの発表にご注意ください。 

 その他受験に際しての留意事項等は、本学ホームページや受験案内等でお知らせしますので必ず

ご確認ください。 

 

札幌医科大学ホームページ 入試情報 

https://web.sapmed.ac.jp/jp/public/exam/ 

受験情報 

https://web.sapmed.ac.jp/jp/public/exam/l0re8300000005oi.html 

 

 

 

 

 

入学者選抜の変更等のお知らせ 

https://web.sapmed.ac.jp/jp/public/exam/eh6jpf00000005ab.html 
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入学願書記入上の注意 

 
○ 志願者本人が自筆で黒のボールペン（消せるボールペンの使用は禁止します）で記入し、文字は

丁寧に楷書で記入してください。 
○ 誤って記入した場合は、二重線を引き、余白部分に修正内容が明確に分かるように訂正してくだ

さい。訂正印は不要です。 
○ ※印欄は記入しないで下さい。 
○ 機械処理を行うので、汚したり所定の折り目以外で折り曲げたりしないでください。 
○ 記載内容に不備がある場合は、受理しません。 
 

① 写真 
 出願前３ヶ月以内に撮影した上半身、脱帽、正面向きのカラー写真（縦４cm×横３cm）を貼リ  

付けてください。 
 写真の裏面へ必ず氏名を記入して貼り付けてください。 

 

② 大学入学共通テスト成績請求票 

「令和４大学入学共通テスト成績請求票 前 国公立前期日程用」を貼ってください。 

 

③ 志願者氏名 保護者氏名 

 フリガナはカタカナで記入してください。 

 １文字を１マスに記入してください 

 姓と名の間は１マス空けてください。 

 

④ 生年月日 
 年は西暦とし、月日が1桁の場合は前に「０」を記入してください。 
 年齢は令和４（２０２２）年４月１日での満年齢を記入してください。 

 

⑤ 性別 

どちらかに縦線「┃」を記入してください。（戸籍上の性別情報を記入して下さい。） 

 

⑥ 出願資格 

 高等学校等コードについては、「令和４年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト受験    

案内」に記載の高等学校等コード表を参照して記入してください。 

 卒業(見込)年については西暦とし、月が1桁の場合は前に「０」を記入してください。 

 高等学校名については、選択項目について、いずれか１つを選択し○で囲み、高校名を記入    

してください。 

 

⑦ 大学入学共通テスト成績請求番号 

   「令和４大学入学共通テスト成績請求票 前 国公立前期日程用」に記載されている請求番号を

記入してください。 

 

⑧ 合格通知送付先 

令和４年２月１５日～令和４年３月３１日の連絡先を記入してください。現住所と同じ場合は、

「現住所と同じ」と記入して下さい。 

 

⑨ 電話番号（TEL 携帯） 

市外局番、市内局番、番号の間にハイフン「－」を入れて左詰めで記入してください。 

 

⑩ 郵便番号 

必ず記入してください。 
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⑪ 現住所 保護者住所（マス枠なし） 

  次のように記入してください。省略せず正確に記入してください。 

１段目： 都道府県、市区町村 

２段目： 丁目、番地、号等 

３段目： 建物名、部屋番号 

 

⑫ 現住所 保護者住所（マス枠あり） 
  次のように記入してください。 

１段目： 都道府県、市区町村 
２段目： 丁目、番地、号等 
３段目： 建物名、部屋番号 

  左詰めで、1文字を1マスに記入してください。 
  段ごとに１５マス設けていますが、マス数が不足する場合は１５マスまで記入してください。 

 

⑬

 高等学校又は中等教育学校を既に卒業している者は、卒業後から現在に至る毎年の状況を    

必ず記入してください（他大学・予備校の在学先、自宅学習、会社・アルバイトの勤務先等）。 

記入欄が不足する場合は、適宜用紙を貼り足して記入してください。 

 

⑭ 振替払込受付証明書添付欄 

５頁(５) 出願書類等 イ入学検定料 の摘要に従ってください。 

高等学校卒業等の後の経歴
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